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ヒルタウンでも防災訓練
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秋恒例のヒルタウン防災訓練が９月22日に
行われました。

ヒルタウン自衛防災隊の樋口正幸隊長が同
日午前10時、管理事務所のインターホンで全
館に避難を呼びかけ。「防災訓練 防災訓練

入居者は至急避難してください」。
まもなく各棟から入居者の皆さんが“避難”

を始め、73人がＣ棟２玄関前に集まりました
＝写真＝。各棟の玄関ごとに人数を確認し、
樋口隊長が感謝の言葉を述べました。

このあと、場所を管理棟プレールームに移
し、同隊防災・消火班担当で、お助け隊の世
話役でもある秋山一彦さんが、大災害時の自
衛策について説明しました。

ヒルタウンの各棟建物には、トイレ用の汚
水管と、台所・洗面所・浴室用の雑排水管が
各階を通っています。それぞれの管は階ごと
に塩ビ管で繋がれていますが、塩ビ管は揺れ

に弱いのです。震度７以上の大きな地震が
起きると、ふだん補修されることのない汚
水管の継ぎ手は、破損する可能性があると
いうことです。
汚水管の継ぎ手が１カ所でも破損すると、

その汚水管が通っている、全ての階の居室
のトイレが使えなくなります。大地震発生
時には、こうした事態が起こりうることを
入居者の皆さんは知っておいてください。

４年ぶり果物狩り 余市へ

①

②

①りんご、梨、ぶどうなどおいしい味覚が実った果樹園で摘み取る
皆さん②サクランボの木の下でジンギスカンを味わいながら談笑＝
いずれもカメラ同好会・芥川泰子さん撮影

コロナ禍のため2020年９月以来中断していた果物
狩りが４年ぶりに実施され、９月８日、19人の皆さ
んが余市町の果樹園へ出かけました。
訪れたのは、同町のニトリ（旧山本）観光果樹園。

参加した男性６人、女性13人の皆さんを歓迎するよ
うに快晴のお天気。バスで到着したあと早速、りん
ごや梨、ぶどうなどがたわわに実った果樹園に入り、
一つひとつ慎重にもぎ取って口に入れて味わったり、
カゴに摘み取っていきました。

昼食は、近くにサクランボの木がある野外で生ラ
ムのジンギスカン鍋を囲みました。樋口正幸会長の
音頭でビールなどで乾杯し、ラム肉などに舌鼓を打
ち談笑の輪が広がりました。

このあと、赤井川村に移動。長期の改修工事が終
わり、リニューアルオープンしたばかりの赤井川カ
ルデラ温泉（赤井川保養センター）でゆったりと温

泉を楽しみました。
同温泉は1983年（昭和58年）の開業。改修工

事を機に源泉が新源泉に変わり、みなさん、心
地よいひとときを過ごしました。

温泉のあと、毛無峠を通って帰途に就きまし
た。立ち寄った赤井川道の駅ではみなさん、新
鮮な野菜など思い思いのお土産を選んでいまし
た。






